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7月5日に一般社団法人
「デジタル人材共創連盟」を設立
・若年層のデジタル活動支援
・「情報I」の授業を支援（教材、外部人材）
・STEAM教育、「総合的な探求の時間」を支援



2022/7/26

大学入学共通テストを意識した「情報I」の学習



高校までに何をやってきたかを把握
情報デザイン プログラミング 統計に関連した学び

情報Ⅱ
情報デザインを生かし
たコンテンツ作成

情報システムの
プログラミング

データサイエンス
※数学Ｂと連携

情報Ⅰ

情報デザインの
方法と考え方

問題を発見・解決する
手段として活用

問題解決のための
プログラミング

コンピュータの仕組
モデル化・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

データの活用
※数学Ⅰと連携

中学校
技術・家庭科など
中学校の各教科等

問題解決のための
簡単なプログラミング

計測・制御
ネットワーク＆双方向

簡単な統計

小学校
国語，図画工作など
小学校の各教科等

教科の中で体験する
プログラミング

仕組みを知り，活用し
て可能性を広げる

統計的考え方

中学校技術・家庭科技術分野の教科書入手。小学校プログラミングはポータルサイト参照
学習指導要領解説はWebから入手。 （https://miraino-manabi.mext.go.jp/）

https://miraino-manabi.mext.go.jp/


大学入学共通テストへの準備は学校全体で進める

情報Ⅰ 数学Ⅰ公共 データの活用法律・モラル

総合的な探究
（理数探究）

問題の発見・解決
情報デザイン
モデル化とシミュレーション
プログラミング
データの活用
情報モラル等

理科数学Ｂ情報Ⅱ

データサイエンス

実験データ処理
計測・制御
シミュレーション

社会

地理情報システム
情報収集，統計

国語

情報収集，習得
蓄積，発表，深化

外国語

情報収集，交流・遠隔
素材，写真，イラスト

数学

二次関数，複雑なグラフ
自学自習

保健体育
家庭
芸術
特別活動

各教科等の指導におけるICTの効果的な活用に
関する参考資料
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html


より進んだ学びを提供する団体

• 情報オリンピック（情報オリンピック日本委員会）

– 国際大会に向けて日本のトップレベルを強化

• SecHack365（国立研究開発法人 情報通信研究機構）

– 高度セキュリティ人材を輩出

• データビジネス創造コンテスト（慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス）

– データ分析を踏まえてビジネスを創造

• SECCON（セキュリティコンテスト）

– セキュリティに関する多彩な事業を展開

• First Global Challenge（NPO法人 青少年科学技術振興会

– STEM関連の国際的ロボット協議会に向けた活動

• U22 プログラミング・コンテスト（一般社団法人 ソフトウェア協会）

– 日本の若年層のプログラミング・コンテストの最高峰



（一社）デジタル人材共創連盟 https://iroobo.jp/dle/

https://iroobo.jp/dle/


令和７年度の情報教員の業務として考えられるもの

区 分 業 務

１年 「情報Ⅰ」の授業，カリキュラム・マネジメント

２年 「情報Ⅱ」の授業，カリキュラム・マネジメント，「情報Ⅰ」の継続的学習

３年 「情報Ⅰ」の受験指導，（「情報Ⅱ」の受験指導）

GIGA 「１人１台端末」の管理，校内ネットワーク管理，ID・パスワード管理

校務
情報セキュリティ，情報資産管理，統合型校務支援システムの導入・研修
入試処理，時間割，情報に関する校内研修，トラブル処理
担任，その他の校内業務

情報倫理 情報モラルの指導，資料作成

他教科と兼務している教員は情報科以外の教科の受験指導も必要



高校における「情報I」の学習（例）

１年

学習ノート

コース教材

動画教材

数学・公民
との連携

２年

受験準備

問題集

コース教材

動画教材

総合的な探
究との連携

３年

受験直前

問題集

コース教材

動画教材

学校設定
科目設置

テキスト系

Web系

教科連携等

基礎力養成 実践演習基礎力充実



「情報I」に関連した生徒用のコース教材・動画教材

コース教材（プログラムの実行環境も提供）

 Life is Teck !

 アシアル

 みんなのコード

 ベネッセ

 レノボ・ジャパン

動画教材（プログラムの実行環境は提供しない）

 東進（情報科講師採用） ※提供中

 スタディサプリ（リクルート） ※提供される可能性極めて大

学校単位、都道府県単位での採用が進んでいるものもある

令和７年度は塾や予備校も講座を開設したり教材を提供したりする可能性大



私(鹿野)が関連しているもの
 教材作成会社等

 Life is Teck ! 顧問 教材開発

 株式会社 アシアル 顧問 教材開発

 みんなのコード 協力

 出版社

 実教出版株式会社 編集顧問 情報科教育法、ベストフィット「情報I」

 かんき出版 高校の情報Iが１冊でしっかりわかる本 監修

 一般社団法人

 デジタル人材共創連盟 代表理事 教員研修、授業・課外活動支援、ガイドライン



「情報I」の内容とサンプル問題



「情報Ⅰ」で何が変わったか

13

社会と情報

情報の科学
情報Ⅰ

〇情報の表現，コミュニケーション

〇コンピュータの活用，情報の管理

共
通

〇情報通信ネットワーク
〇情報社会，情報技術
〇問題解決
〇情報モラル
〇情報セキュリティ

(1) 情報社会の問題解決
(2) コミュニケーションと情報デザイン
(3) コンピュータとプログラミング
(4) 情報通信ネットワークとデータの活用

※赤字は新しい内容を多く含む



「情報Ⅰ」の構造

問題の発見・解決

情報デザイン

プログラミング

データの活用

目標

ツール

コミュニケーション
コンピュータ
ネットワーク
情報モラル
に関連した学びも重視

これらを高校生全員が履修すると同時に
大学入試によって履修内容がチェックされる
ようになった。（工業等の産業の各学科も同様）



「情報Ⅰ」サンプル問題での出題（問題の発見・解決）

問題文そのものが問題の発見・解決の流れに沿ったものとして出題

会話文の中で，前後の記
述から適切な選択肢を選
ぶ形で知識を問う問題が
出題されている



「情報Ⅰ」サンプル問題での出題（情報デザイン）

情報デザインの問題も出題されている デジタル化は手順に沿って出題



「情報Ⅰ」サンプル問題での出題（プログラミング）

プログラミングは問題の発見・解決のツールとして出題

・言語は独自のもの
（DNCL）仕様非公開

・配列，ループあり
今後は，
・関数による構造化
・WebAPIの使用
にも対応すると期待
(新学習指導要領に対応)

基本的なプログラミング
について問う問題である
が，実際に作った経験が
ないと正答は難しい



・大量のデータを計算させることはない
（試験でコンピュータは使えない）

・統計指標，散布図から考えさせる問題
が出題されている

・単回帰を作成するのではなく，
単回帰からの予測値を計算させている

・簡単なクロス集計表の作成は出題可能

「情報Ⅰ」サンプル問題での出題（データの活用）



数学科との連携



集合，二進数，論理演算

高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

数学Ⅰ
(1)数と式



高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

数学A
(1)場合の数
と確率

モデル化とシミュレーション，確率，プログラミング



高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

数学Ⅰ
(4)データの分析
数学Ａ
(1)図形の性質
(2)場合の数と確率



情報Ⅰ(4) 情報通信ネットワークとデータの扱い
「社会と情報」「情報の科学」 「情報Ⅰ」

統計
数学と連携して
平均値，中央値
などの基本的統計値を扱う

分散，標準偏差，相関係数など
の統計指標，散布図，仮説検定
の考え方，交絡因子なども扱う

分析
主にグラフ化などを行い，デー
タの傾向をつかむ

クロス集計，仮説検定，単回帰
分析，これらを通じたデータの
可視化，現象のモデル化と予測

量的データ
主に表形式で整理された数値を
中心に扱う

量的データの記載あり。表形式
で整理されていないものも扱う

質的データ
質的データの記載なし
テキストマイニングの例あり

質的データの記載あり
テキストマイニングの例あり

扱うデータ 整理されたデータを扱う
実験値などの整理されていない
データも扱い，外れ値，欠損値
などの処理も学ぶ

尺度 －
名義，順序，間隔，比例など尺
度水準の違いを扱う

データベース 「情報の科学」のみで扱う
情報を収集・蓄積・提供する方
法として全員が学ぶ

中学校数学科「Dデータの活用」，高校「数学Ⅰ」の(4)「データ分析」と連携
赤字＝数学科で学び情報科で活用 赤字＝情報科のみで活用 23



高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

量的データ



量的データ

高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



質的データ
高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



質的データ×量的データ 高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



質的データ×質的データ 高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



尺度水準

比率尺度

間隔尺度

名義尺度

順序尺度量
的
デ
ー
タ

質
的
デ
ー
タ

他のデータと区別できる

順序（大小）に意味がある

順序（大小）と差（間隔）に意味がある

間隔尺度＋絶対的な基準（０）に基づく比率に意味がある

性別、血液型、郵便番号など

順位、等級、好き嫌いの程度など

月日、時刻など

質量、長さなど



参考資料
教員研修用リソース
生徒向けコンテスト

など



教員研修リソース

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416746.htm

高等学校情報科に関する特設ページ

文部科学省で作成

（参考）
小学校プログラミング＆プログラミング教育
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1375607.htm
総務省統計局 統計学習教材（総合的な学習など） ※「情報Ⅱ」データサイエンスの教材掲載
https://www.stat.go.jp/teacher/comp-learn-04.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416746.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1375607.htm
https://www.stat.go.jp/teacher/comp-learn-04.html


教員研修リソース

32

情報デザイン－「防災アプリを作ろう」授業案ダウンロード(Adobe XD)

「情報Ⅰ」対応の教員研修プログラム－アシアル情報教育研究所

https://edu.monaca.io/joho1

「情報Ⅰ」教員研修用教材に沿った動画教材－情報処理学会作成

https://sites.google.com/view/ipsjmooc/home

文部科学省以外で作成

https://jp.surveymonkey.com/r/shs-adobexd

https://dolittle.eplang.jp/

ドリトルを使ったデータ処理

プログル情報（みんなのコード）
https://high.proguru.jp/

https://www.iedtech.jp/swift-playground-books/

Swiftのプログラミング（iPad対応）

「高等学校における「情報II」のためのデータサイエンス・データ解析入門」

https://www.stat.go.jp/teacher/comp-learn-04.html

京都精華大学メディア表現学部のプログラミング資料＆動画（micro:bit V2使用）※試験公開
https://songcun.notion.site/215ba5717c8b4f158993a3737dd56fac

https://edu.monaca.io/joho1
https://sites.google.com/view/ipsjmooc/home
https://jp.surveymonkey.com/r/shs-adobexd
https://dolittle.eplang.jp/
https://high.proguru.jp/
https://www.iedtech.jp/swift-playground-books/
https://www.stat.go.jp/teacher/comp-learn-04.html
https://songcun.notion.site/215ba5717c8b4f158993a3737dd56fac


「情報I」で何を
やるかを知りたい
方に適した本

「情報I」で大体、何を
やるかがわかります。
内容は入門程度。
保護者にもお勧めです。


